
青少推

考
え
て　

傷
つ
く
相
手
の　

悲
し
み
を　
　
　
　
　
（
新
屋
小
６
年　

平
石
剛
輝
）

大
丈
夫
？　

そ
の
思
い
や
り
を　

大
切
に　
　
　
　
（
甘
楽
中
１
年　

桐
生
大
世
）

　

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

令
和
３
年
度
に
募
集
し
た「
少
年
の
日
」標
語
の

最
優
秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
３
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１土曜日
少年の日

　

町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
委
嘱

状
交
付
式
が
10
月
12
日
、
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
し
て
活
動
を
始
め
た
妻
木
洋
夫
さ
ん

は
、
協
力
隊
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
狩

猟
免
許
な
ど
を
取
得
し
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。

　

茂
原
町
長
か
ら
は
「
鳥
獣
被
害
は
、

住
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
多
く
の
隊
員
が
活
動
し
て
く
れ
て

い
る
が
、
特
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
町
に
来
て
く
れ
た
妻
木
さ
ん
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
る
。
隊
長
の
指
導
の

も
と
、
町
の
被
害
軽
減
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
宇
佐
美
秋
夫
実
施
隊
長

か
ら
は
「
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞

き
、
安
全
対
策
を
十
分
図
り
事
故
の
な

い
よ
う
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
そ

れ
ぞ
れ
激
励
し
ま
し
た
。

　

妻
木
さ
ん
は
「
安
全
を
第
一
に
隊
長

以
下
諸
先
輩
の
指
導
の
も
と
、
町
の
鳥

獣
被
害
減
少
の
一
助
に
な
り
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
に
よ

る
町
内
の
農
林
業
被
害
減
少
を
図
る
た

め
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
業
務
に
あ
た
っ

て
い
き
ま
す
。

　

実
施
隊
は
鳥
獣
被
害
の
発
生
地
域

で
、
鳥
獣
の
足
跡
を
探
り
な
が
ら
捕
獲

に
適
し
た
場
所
に
「
箱
わ
な
」
や
「
く

く
り
わ
な
」
を
仕
掛
け
た
り
、
冬
に
は

山
間
部
で
銃
器
に
よ
る
捕
獲
作
業
を
行

い
ま
す
。
そ
の
他
、
鳥
獣
の
生
息
状

況
、
被
害
発
生
地
域
・
場
所
の
調
査
も

担
っ
て
い
ま
す
。

　

隊
員
は
狩
猟
免
許
保
有
者
で
、
現
在

33
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
農
林
業
被

害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
日
々
活
躍

し
て
お
り
、
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
も
年
々

増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
の
目
撃
情
報
や
被
害
に
遭
っ
た

場
合
、
わ
な
設
置
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
農
林
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

左から茂原町長、妻木さん、宇佐美隊長

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

妻
木
さ
ん
の
活
躍
に
期
待

新
・
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
を
紹
介
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
産
業
課
農
林
係
☎

（64）
８
３
１
９

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
っ
て

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

小型で軽量な「くくりわな」
　踏み板を踏むと、レールに巻きつけておい
た輪が上に跳ね上がり、輪が締まって獣の足
を捉える仕組みです。

踏み板

レール

輪

町内の有害鳥獣の捕獲頭数

町政の動き
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重
要
無
形
文
化
財「
木
工
芸
」保
持
者

（
人
間
国
宝
）で
名
誉
町
民
の
須
田
賢
司

さ
ん（
小
幡
）が
、
10
月
10
日
か
ら
15
日

ま
で
の
６
日
間
、
須
田
木
工
藝
工
房
に

お
い
て「『
木
工
芸
』伝
承
者
養
成
研
修

会（
前
期
）」を
開
き
ま
し
た
。

　

文
化
庁
の
事
業
を
活
用
し（
公
社
）日

本
工
芸
会
主
催
で
行
わ
れ
、
同
会
の
会

員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
６
人
が
全
国
各

地
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
自
身
の
作
品
を
持
ち
寄

り
、
須
田
さ
ん
が
作
品
に
対
す
る
講
評

を
行
っ
た
り
、
参
加
者
同
士
で
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
習
で
は
木

材
に
精
密
な
印
を
付
け
る
た
め
の
木
工

具「
罫け

引
き
」を
制
作
し
、
後
期（
今
月

開
催
）に
は
、
そ
の
道
具
を
使
い「
入
れ

子
の
升
」を
作
る
予
定
で
す
。

　

須
田
さ
ん
は「
自
分
の
持
っ
て
い
る

技
術
と
木
工
藝
の
文
化
、
心
構
え
や
想

い
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
、
後

進
の
木
工
藝
作
家
を
育
て
て
い
き
た

い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、木
工
藝
の
技
法
に
加
え
、

作
品
づ
く
り
に
か
け
る
須
田
さ
ん
の
世

界
観
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
伝
統
の
技

と
想
い
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

町
が
所
蔵
し
て
い
る
須
田
さ
ん
の
作
品

４
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

場　

所　

長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
（
大
字
小
幡
５
４
４
ー
２
）

　
　
　
　
☎

（74）
７
５
７
５

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
覧
料　

高
校
生
以
上　

２
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

無
料

参加者の作品について意見交換

▶楓拭漆箱 「風紋」

◀楓拭漆箱 「比翼」

須田さんの指導に聞き入る参加者

作

のの

紹

介介

伝
統
の
技
と
想
い
を

　
　
　
　
　

次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ

伝
統
の
技
と
想
い
を

伝
統
の
技
と
想
い
を

　
　
　
　
　

次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ

　
　
　
　
　

次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ

ー
木
工
藝　

人
間
国
宝　

須
田
賢
司
さ
ん
ー

かえでふきうるしはこ  ふうもん

かえでふきうるしはこ   ひよく
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甘楽町×ハルビン市甘楽町×ハルビン市
友好交流 30周年記念

　連載４回目の今回は、青少年交流以外の取り組みをご紹介します！連載４回目の今回は、青少年交流以外の取り組みをご紹介します！
■ 問い合わせ　企画課企画調整係☎ 74-3133■ 問い合わせ　企画課企画調整係☎ 74-3133

vol.4vol.4

　中国からの研修生の受け入れ　中国からの研修生の受け入れ
　ハルビン市との友好交流の初期において、
日本の工業や行政などを学ぶハルビン市研
修生の受け入れを行っていました。
　研修生は1年ほど滞在し、企業や役場な
どで研修に励むとともに、地域の人たちと
の「ふれあい」や地元文化の体験などにより
交流を深めていました。

ハルビン市工業研修生ハルビン市行政研修生

　甘楽町国際交流振興協会もハルビン市を訪問　甘楽町国際交流振興協会もハルビン市を訪問
　甘楽町国際交流振興協会は、町の国際交流親善事業を推進すること
を目的として設立され、語学講座や国際交流イベントの開催、交流都

国交振ハルビン市訪問団

ハルビン市訪問時の夜景

市との使節団の派遣・受け
入れなどの活動に取り組ん
でいる団体です。
　2015（平成27）年には、
協会員による訪問団がハル
ビン市を訪問し、交流事業の協議などを行いました。

　３市町のさらなる友好交流促進を願って！　３市町のさらなる友好交流促進を願って！
　2019（令和元）年11月、町発足60周年記念式典に合わせ、ハルビン市とイタ
リア共和国チェルタルド市から使節団が来町しました。滞在中、両市と甘楽町は

覚書締結式

「友好交流の促進に関する覚書」を締結し、
さらなる交流促進を誓いました。
　2020（令和２）年の新型コロナウイルス
感染症の流行当初には、深刻なマスク不
足に陥っていたチェルタルド市へハルビ
ン市からマスクが贈られるなど、新たな
協力体制も築かれました。

▲友好交流の促進に
　関する覚書

町政の動き
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現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
が
町
で

生
活
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
事
業
所
に
お
け
る
外
国
人
材
の

雇
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
し
た
結
果
、重
点
課
題
の
一
つ
に「
ご

み
の
出
し
方
」が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

言
葉
や
文
化
の
違
い
に
よ
り
、
分
別
方

法
や
出
し
方
が
正
し
く
伝
わ
ら
ず
、
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

町
で
は「
ご
み
の
出
し
方
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
」を
配
布
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ

り
理
解
し
や
す
い
よ
う
中
国
語
・
ベ
ト

ナ
ム
語
・
英
語
・
日
本
語
の
４
言
語
に

対
応
し
た
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

制
作
に
は
、
町
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
高
崎
商
科
大
学
の
外
国

人
留
学
生
な
ど
に
翻
訳
や
動
画
出
演
な

ど
で
協
力
し
て
も
ら
い
、
外
国
人
に
も

分
か
り
や
す
い
動
画
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。

　

完
成
し
た
動
画
は
、
町
の
公
式
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
掲
載
し
て
お
り
、
町
内

の
事
業
所
を
通
じ
て
外
国
人
に
周
知
し
、

多
文
化
共
生
社
会
を
一
層
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

企業版ふるさと納税
甘楽の天然水商品化プロジェクト

●●● 善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ●●●

　事業の趣旨に賛同し、右の企業が寄附
されました。

（10月14日入金確認まで。公表希望のみ掲載）

企　業　名 金　額
岩井建設株式会社（富岡市） 公表希望なし

株式会社オウギ工設（前橋市） 公表希望なし

株式会社利根設計事務所（前橋市） 500,000円

任　期　令和４年10月１日から３年間

　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間の人で地域の
中で人権思想を広め、人権侵害が起きないように見守る役
割を担っています。全国の各市町村に配置され、人権相談
などの活動を行う一番身近な相談相手です。

横山美幸さん
（新任・福島）

紹 し すま介

神道良則さん
（新任・秋畑）

人権擁護委員

試写会に出席した関係者の皆さん

▲動画は
　こちらから

４
言
語
に
よ
る
「
ご
み
の
出
し
方
動
画
」
を
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
企
画
課
企
画
調
整
係
☎

（74）
３
１
３
３

外
国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
町
に

外
国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
町
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

友だちや
知り合いに
教えてね
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